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＜病棟連絡事項＞
・金Dr本日～明日まで体調不良の為お休みです。


＜患者様連絡事項＞
・江刺家　惠子様～医療保護入院から任意入院へ入院形態切り替え。明日北病棟へ転出予定。

・谷地　寿梨様～主治医指示により本日夕分のチミペロン3mg 1T除剤

・小田　沙也加様～レボトミン（25）1A筋肉注射施行。

・寺澤　タカ様～本日夕より軽々食へ食事変更となる。（BMIの関係上）


[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施するも他室侵入・他患者様の私物弄り等迷惑行為頻回であり、予定より早くに開放観察終了する。自傷行為無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。主治医診察にて9:00～17:00拘束一時解除し開放時間設けるよう指示あり。診察後の10:30～拘束一時解除。ホールにて断続的に大声での独語・空笑されているが情動不穏・興奮見られない。17:00拒否無く再拘束に応じる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～朝食拒食、昼食は全量摂取されている。その行動は強迫観念に強く支配されており"～しなきゃいけない"という表現を多用する。昼夜逆転しており日中は休まれている事が多い。情動不穏見られず、衝動行為も無い。

・向山　節子様～朝食時は胃部不快感・食思不振訴え拒食されるも昼食は全量摂取。拒薬は無い。不安感は持続している様子だが、焦燥した様子は見受けられない。

・寺澤　タカ様～朝食2/3摂取されるも、昼食時には切迫した様子で帰宅願望訴え拒食する。以降も帰宅願望の訴え続いているが、声掛けにて落ち着く事が出来ている。

・佐々木　誠行様～食事は自力で全量摂取される。周辺症状に関連した行動異常/危険行為無し。	

・小田　沙也加様～帰宅要求頻回。スタッフ説明に理解乏しく同様の訴えを繰り返し感情失禁、対応するスタッフへ粗暴行為見られている。不穏さ著明な為10：45不穏時リスパダール（1）1P内服。内服後も不穏さ持続し12：00再度リスパダール（1）1P内服するがスタッフへ対する粗暴性、易怒性亢進する様子有り。上記田名部Drへ報告しレボトミン（25）1A筋肉注射の指示有り。女性スタッフ数名にて対応し施行している。その後一時的に静穏となるが時間経過と共に帰宅要求再燃している。



＜田名部Dr診察＞
・澤村　彬様～情動不穏・興奮、及び衝動行為(自傷行為)見られない事から日中(9:00～17:00)拘束一時解除し状態観察行うよう指示あり。処方内容に変更無し。

・岡本　将孝様～食事摂取増加傾向の為、主治医指示にて点滴は中止となっている。
診察中も「全部嘘なんです」「世間を騒がせていて……」などの微小妄想に関する内容の訴えを繰り返している。日中も独語等の精神症状見られている事から、昨日(10/20)夕食後薬よりオランザピンOD錠10mg 1T追加となっている。主治医よりOT参加を促していくよう指示あり。

・小笠原　久年様～診察中、主治医に対して「キーパーソンがお腹の底から喋っている」「キーチェンジャーさんは耳元……あと首のとこで喋っている」などと幻聴・体感幻覚に関する訴えをされているが切迫した様子は見られない。主治医に「外出したいです」と要求されており、主治医より"新型コロナウイルス感染症の感染拡大が落ち着いたら、外出許可を検討する"と説明があり、了解されている。処方内容の変更無し。

・袴田　将志様～診察中、表情変化に乏しく声量も小さく、声は擦れている。主治医より咽頭痛の有無を問われると「それは無いです」と否定。自身が服薬されている薬剤に関して、主治医に質問をされており(「炭酸リチウムは何の薬ですか? 喉を潤す薬ですか?」など)、主治医より説明を受け、納得されている。口渇強い様子が伺える。主治医より飲水量に注意するよう指導を受け、了解を示されている。処方内容変更無し。

・小澤　和子様～診察時、主治医に「帰りたいんだよ」と帰宅願望訴える様子が見受けられる。主治医の説明には理解を示されているが、唐突に「冷蔵庫って白か?」と話されるなど、言語の解体が目立つ。主治医より"週に1回はOTに参加するように"と指導を受けている。処方内容の変更は無い。

・谷地　寿梨様～幻聴は「うるさい時もあれば、笑っていられる時もある」と主治医に話されている。「うるさい時は増えている」とも話され、その幻聴内容により易怒性を強める時があるようである。チミペロン錠・フルメジン錠を追加し経過を見てきたが、頸部ジストニア症状が再増悪してきている為、チミペロン錠・フルメジン錠は本日(10/21)より中止となる。ラツーダ錠20→40mg、ビペリデン塩酸塩錠2→3mg増薬となる。今後、ブロナンセリン錠追加・ラツーダ錠増薬の方針、との事。

・太田　留美子様～食事摂取量増加しており、服薬拒否も見られていない。静穏に療養生活を送る事が出来ている。処方内容に変更無し。

・藤井　孝蔵様～処方内容に変更無し。

・中居　伊佐男様～診察を拒否されている。


＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬リボトリール1.5→1.0mgへ減量、スルトプリド塩酸塩追加、他同内容で処方となる。

・向山　節子様～臨時薬処方変更なし。

・寺澤　タカ様～臨時薬処方変更なし。

・中村　栄作様～臨時薬処方変更なし。

・前田　拓子様～臨時薬処方変更なし。青山荘入所を見据えて西病棟移動可の指示あり。

・松ヶ崎　きみゑ様～臨時薬処方変更なし。兄様と連絡がつかないのであれば、兄様抜きでケア会議調整するよう指示あり。

・岩井　義雄様～精神症状は落ち着いているため、来月退院を目途に調整していくよう指示あり。

・寺地　啓喜様～臨時薬処方変更なし。血糖コントロール次第、クロザリル導入の方向性。

・丸尾　貴史様～ECTについて主治医より説明されるも、本人拒否している。幻聴は持続しているが、副作用はない為処方内容も現在のままでいいと話している。臨時薬処方変更なし。精神症状落ち着いているため、10月下旬～11月上旬を目途に退院調整するよう指示あり。


・中　誠太郎様～臨時薬処方変更なし。金銭問題に関して早急に打開策を見つけ、11月中おそくても今年中を目途に退院調整するよう指示あり。左記内容に関して馬渡Drから大川PSWへも直接連絡している。

・鈴木　洋光様～臨時薬処方変更なし。

・日向端　猛様～帰宅要求や粗暴的な様子あること情報提供。チアプリド100→150mgへ増量、他同内容で処方となる。

・大村　アイ様～臨時薬処方変更なし。

・宮本　京子様～臨時薬処方変更なし。

・類家　キン子様～臨時薬処方変更なし。

・米田　敬子様～臨時薬処方変更なし。

・松岡　利貴様～臨時薬ロラゼパム1.5→1.0mgへ減量となる。「食事量少ない」と訴えあるが、再度採血し肝機能改善していることを確認してから食事変更する旨説明され了承している。

[bookmark: _GoBack]・盛　美鈴様～臨時薬ロラゼパム3→2mgへ減量、マイスリー5→2.5mgへ減量、当帰芍薬散追加（月経不順改善目的：本人希望）で処方となる。

＜皮膚科診察＞
・中村　栄作様～治癒に伴い、処置終了。

・本間　啓子様～左下腿治癒に伴い、処置終了。仙骨は継続。

・丸尾　貴史様～新規。顔(頬、鼻周囲)落屑あり、脂漏性皮膚炎の診断。エキザルベ1本処方となっている。
他変更なし。
